
行|政|視|察

６月25日から27日に、和歌山県と岐阜県へ木質バイオマス先進地の視察へ行きました。

　　　　　　　　　大変充実した視察となりましたので報告します。

①木質バイオマス・木質パウダーの事例調査（和歌山県日高川町県森林組合・きのくに中津荘）

②薪ボイラー・本の駅プロジェクト（岐阜県恵那市山岡町花白温泉）
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①
日
高
川
町
の

　
　
　
木
質
パ
ウ
ダ
ー

　
ま
ず
は
、
和
歌
山
県
日
高
川
町
の

森
林
組
合
御
坊
事
務
所
で
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
を
流
域
で
燃
料
化
す
る
画

期
的
な
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し

た
。
林
地
残
材
か
ら
製
造
さ
れ
る
木

質
パ
ウ
ダ
ー
は
、
木
材
を
微
細
な
粉

に
加
工
し
、
ガ
ス
状
に
噴
射
燃
焼
さ

せ
る
も
の
で
、
点
火
・
消
火
が
容
易

で
、
農
薬
用
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
熱
量
は

化
石
燃
料
の
約
２
分
の
１
で
す
。
林

地
残
材
の
有
効
活
用
、
森
林
所
有
者

　
　
　
　
　
　
「
き
の
く
に
中
津
荘
」
の

　
　
　
　
　
　
木
質
パ
ウ
ダ
ー
ボ
イ
ラ
ー

の
収
入
確
保
と
雇
用
の
安
定
、
さ
ら

に
は
Ｃ
０
２
の
排
出
削
減
に
も
大
き

な
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
宿
泊
施
設
の
「
き
の
く

に
中
津
荘
」
へ
移
勤
し
、
行
政
側
か

ら
導
入
の
経
緯
や
、
ど
の
よ
う
な
運

用
が
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
長
時
間

に
渡
り
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
実
際
に
稼
働
し
て
い
る
木
質
パ

ウ
ダ
ー
ボ
イ
ラ
ー
の
施
設
を
見
学

し
、
運
用
状
況
な
ど
を
温
泉
施
設
の

支
配
人
か
ら
伺
い
ま
し
た
。

　
占
冠
村
も
日
高
川
町
の
取
組
み
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
森
林
資
源
の
活

用
を
さ
ら
に
調
査
研
究
し
て
い
く
べ

木
質
パ
ウ
ダ
ー
の
取
組
み
を
学
び
ま
し
た
　
き
と
感
じ
ま
し
た
。

②
岐
阜
県
恵
那
市
の

　
薪
ボ
イ
ラ
ー
・

　
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
翌
日
は
、
和
歌
山
県
か
ら
岐
阜
県

ま
で
長
距
離
を
バ
ス
で
移
動
し
、
岐

阜
県
恵
那
市
に
あ
る
「
や
ま
お
か
本

の
駅
」
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
再
生
機

構
の
丹
羽
健
司
氏
か
ら
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
花
白
温
泉
隣
接
地
の
「
本
の
駅
」

に
は
、
多
く
の
原
木
が
集
ま
り
、
天

日
乾
燥
し
て
花
白
温
泉
の
薪
ボ
イ

ラ
ー
の
燃
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
取

組
み
を
始
め
る
前
に
は
「
薪
は
時
代

遅
れ
で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
地
域
で
自
分

た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
に

は
、
薪
が
最
適
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
薪
の
原
木
は
Ｉ
ト
ン
６
千
円
。

犬
萌
」

一一

花
白
温
泉
の
薪
ボ
イ
ラ
ー

　
　
　
　
　
薪
を
住
民
が
運
ん
で
き
ま
す

代
金
は
「
モ
リ
券
」
と
呼
ば
れ
る
地

域
通
貨
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
本
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
プ
ロ
と
一
般
市
民
が
力
を
合
わ

せ
て
森
林
に
目
を
向
け
、
林
地
残
村

の
有
効
活
用
と
、
山
仕
事
の
復
興
を

目
指
す
も
の
で
、
さ
ら
に
、
そ
の
対

価
を
地
域
で
使
え
る
モ
リ
券
で
支
払

う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
商
店
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
「
俺
た
ち

の
こ
と
は
俺
た
ち
で
決
め
る
」
「
軽

ト
ラ
ッ
ク
と
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
晩
酌

を
」
を
合
言
葉
に
、
気
の
合
う
同
志

が
集
い
、
自
分
た
ち
の
手
で
山
や
環

境
を
守
り
、
2
0
年
後
も
「
薪
を
く
べ

続
け
る
」
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
状
況
は
異
な
り
ま
す
が
、
占
冠
村

で
も
「
自
立
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
」

が
今
後
の
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。
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